
サステナブルファッションの推進に係る取組

令和６年11月21日

消費者庁 消費者教育推進課



生産・流通

購入・使用 廃棄・循環

消費者庁、経済産業省、環境省の３省庁が連携し、生産・流通から廃棄・循環までの各段階に応じて、

事業者及び消費者の双方に向けた取組を計画的に進めるとともに、制度面を含めた課題の整理・検討を

行っていく。

事業者の取組の推進（環境配慮設計の推進・透明性の向上等）、消費者の行動変容等の実現
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１．サステナブルファッションの推進体制

ファッションロスの削減 １



■サステナブルファッションの推進に向けた関係省庁連携会議の開催

⚫ 環境省、経済産業省、消費者庁の各省庁での取り組み内容、３省庁で連携すべき取り

組み事項を共有・検討

⚫ 第１回：令和３年８月20日

⚫ 第２回：令和４年６月15日

⚫ 第３回：令和４年12月12日

⚫ 第４回：令和５年11月30日

⚫ 第５回：令和６年11月21日

２

■ジャパンサステナブルファッションアライアンス（JSFA）への参画

⚫事業者により設立されたジャパンサステナブルファッションアライアンス（JSFA）に、パブリック

パートナーとして消費者庁も参加。総会にて消費者庁の取組を説明

⚫パブリックパートナーとして、環境省、経産省、消費者庁の３省庁にて毎月開催される定例
会議に継続的に参加（直近は令和６年10月17日）



①「サステナブルファッション習慣のすすめ」特設ページの開設（令和3年８月）

⚫ サステナブルファッションが求められる背景やサステナブルファッションの取組の動向を伝え、消費

者に具体的行動を呼びかけ

⚫ 消費者意識・行動の変容が事業者の取組とともに不可欠であることから、サステナブルファッ
ションに初めて取り組む消費者を含めた消費者向けに、分かりやすく具体的な行動のヒント集

を有識者からのヒアリングを踏まえて取りまとめて公表

⚫ 具体例として46事業者の取組事例を紹介（令和3年12月事業者URLリンク掲載）

⚫ 事業者の取組内容を動画・記事にて紹介（令和4年1月より掲載）

３

２．消費者庁の取組（1）



18のヒント

⚫具体的な行動のヒントを伝えることで、行動する人の
輪を広げる

⚫消費者が実際の行動に移しやすくする仕掛けとして、ヒントに
関連する事業者等の具体的取組事例のリンクを設定

消費者行動18のヒントのとりまとめ・公表

４

…



②サステナブルファッション地域実証事業の実施

⚫ 徳島県にて、自治体、事業者、消費者が協働するサステナブルファッションの紹介、シンポジウムやサステナブ

ルファッションショー等のイベントを開催

＜イベント開催（オンライン配信）＞

・令和３年７月12日 ファッションから考えるサステナブルな未来

・令和３年12月９日 ファッションから考えるサステナブルな未来

～わたしたちができること～

・令和４年３月10日 サステナブルファッションに関する日仏シンポジウム

～フランスの取組から学ぶ～

・令和５年６月20日サステナブルファッションに関する日EU国際シンポジウムの開催

⚫ 愛知県にて、地場産業の未利用素材を活用したサステナブル商品の開発実証を実施

＜先進的モデル事業実施（地域協力課モデル事業：愛知）＞

・「衣類」をテーマに、地域で先進的な取組を行なっているリデザインプロジェクト、フェアトレード名古屋ネット

ワークを核に「中部エシカリングプロジェクト」を発足

・生産者、販売者、消費者の間にある分断を、理解で繋ぐ仕組みづくりと、AIやオンラインの先進技術を活

用し広く発信し、伝え、行動に導くことでエシカルの推進を図る

５

２．消費者庁の取組（2）



④サステナブルファッション・サポーター等の委嘱（令和３年9月～）

⚫ サステナブルファッションの推進に賛同し協力いただける著名人・有識者等を「サステナブル
ファッション・サポーター」等として委嘱し、消費者向けの情報発信を強化

⚫ サステナブルファッション・サポーター懇談会において意見交換

（令和3年11月2日、令和4年11月8日、令和5年11月30日、令和６年11月13日)

６

エシカルライフスタイルSDGsアンバサダー

冨永 愛 氏 モデル、国際協力NGOジョイセフアンバサダー

サステナブルファッション・サポーター（９名）

生駒 芳子 氏 ファッション・ジャーナリスト 日本エシカル推進協議会会長

e r i 氏   DEPTカンパニー代表／アクティビスト

鎌田 安里紗 氏 一般社団法人unisteps共同代表

ガンバレルーヤ まひる 氏・よしこ 氏 お笑い芸人

関 龍彦 氏 講談社FRaU編集長 兼 プロデューサー

向 千鶴 氏 WWDJAPAN編集統括サステナビリティ・ディレクター

村田 邦子 氏 kokoperi（アフリカ布作家）

レイザーラモンRG 氏 お笑い芸人

サステナブルファッション・パートナー

剛力 彩芽 氏 俳優、モデル

２．消費者庁の取組（3）



７

Lara（アーティスト）
Instagram 13.1万人フォロワー（2024 年11月時点）

⑤啓発動画を作成・公開（令和４年３月～）

⚫「地球を変えるサステナブルファッション」動画を公開（令和4年3月）

⚫サステナブルファッション探訪動画 消費者庁HP、Instagramにて公開 

「革製品のサステナビリティ」（令和６年１月）

「オーダーメイドスーツのサステナブルな魅力」（令和６年11月）

２．消費者庁の取組（４）

全編

‣「サルバトーレ・ソロンブリーノさん」
（TOTAL：4分23秒）



８

○Instagram開設（令和５年３月～）

２．消費者庁の取組（５）

●若年層へエシカル消費周知啓発の為、Instagram開設

身近なことから始められるエシカル消費やサステナブルファッションについて紹介。

サステナブルファッション・パートナー
剛力彩芽氏の啓発動画

日清紡テキスタイル
「ノーアイロンシャツ」、「シャツ再生プロジェクト」



★中高生の「サステナブルファッション習慣」促進のための教材作成★（令和６年実施中）

（学習内容を記載した冊子、学習指導案、投影資料、ワークシート、解説書）の開発

●教材コンセプト

① サステナブルファッションとは何かを知る（統計情報を含む）。

② 国外・国内における服の生産から消費に至るサプライチェーンの各段階で、様々な背景や問題があることを知る。

③ 購入、手入れ、手放す際のエシカルな消費行動が、持続可能な未来をつくるための行動だと捉えるようになる。

④ ファッションをめぐる問題により影響を受けている環境や人々の現状について知り、自分事として捉えるようになる。

⑤ ファッションをめぐる社会問題を構造的に理解し、自分たちの生活とのつながりを考える。

⑥ 様々な事例を通じ、ファッションを取り巻く現状や問題について理解し、サステナブルファッションの必要性を感じ、

 自分事として捉え行動に移そうと思えるようになる。

⑦ ①～⑥までの内容について、仲間と共有する。

９

２．消費者庁の取組（６）



10

○「サステナブルファッション」について知っている（「言葉と内容の両方を知っている」又は「言葉は知っているが内
容は知らない」）と回答した人の割合は40.4％（R5：42.7％、R4：41.1％）。

○サステナブルファッションについて、69.2％（R5：68.2％、R4：69.2％）の人が何らかの取組を行っている。

3. サステナブルファッションの取組状況等（1）

出典：令和６年度第3回消費生活意識調査

【サステナブルファッションの取組状況】【サステナブルファッションの認知度】



11

○エシカル消費につながる行動を実践していないと回答した人にエシカル消費に取り組んでいない理由について聞いたところ、

最も多かったのは、「どれがエシカル消費につながる商品やサービスか分からない(23.0%) 」、次いで、「経済的余裕がない
(20.0％）」、「エシカル消費に本当につながる商品やサービスか分からない(16.8%)」 の順となっている。

○エシカル消費を実践したい又はもっと実践したいと思う条件について、最も多かったのは、「同種の商品・サービスと価格が同
程度であったら(37.1%)」、次いで、「節約につながることが分かったら(31.6％)」、「品質・機能がよかったら(31.0％)」の
順となっている。

出典：令和６年度第3回消費生活意識調査

【エシカル消費に取り組んでいない理由】 【エシカル消費を実践したいと思う条件】

3. サステナブルファッションの取組状況等（2）



12

○エシカル消費につながる商品・サービスであるかの確認方法について尋ねたところ、若い世代（特に10代）は、「購入に当た
り、事前にエシカル消費につながるかを店自体やブランドから確認する」という人の割合が相対的に高くなっている。

○エシカル消費につながる衣料品が、どの程度なら割高であっても購入したいかを尋ねたところ、割高でも購入したい（「30％
以上」と「10％以上～30％未満」と「０％より高いが10％未満」のいずれか）と回答した人の割合は76.0％となっている。

○上記衣料品について、どの程度まで割高なものを購入した経験があるかについて尋ねたところ、割高で購入した（「30％以
上」と「10％以上～30％未満」と「０％より高いが10％未満」のいずれか）と回答した人の割合55.7％となっている。

出典：令和６年度第3回消費生活意識調査

【割高商品の購入意思】

【割高商品の購入経験】

【エシカル消費につながる商品・サービスの確認方法】

3. サステナブルファッションの取組状況等（３）


